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(B) 移動の表現において提案されている ‘動詞枠付け言語’ と ‘衛星枠付け言語’ という言
語類型的区別が，着脱の表現においても反映し，動詞枠付け言語である日本語とマラー
——————————————————
* TOHNO Takayuki: 神戸大学大学院文化学研究科．




1. は じ め に
‘着る’，‘かぶる’，‘履く’，‘着ける’，‘脱ぐ’，‘はずす’ 等，日本語には衣服の着脱に関する
動詞が豊富に存在する．一方英語に目を向けると，‘wear’, ‘put on’, ‘take off’ 等, 着脱に関する


























が並存する分裂格表示 (split case marking) という現象を示す言語である．
着脱動詞の対照研究
( 1 ) 日本語・中国語では衣類により異なった動詞が用いられるのに対し，マラーティー
語・英語・スウェーデン語ではすべての衣類に関して同じ動詞が用いられている．
( 2 ) 日本語・マラーティー語では動詞のみが用いられるのに対し，中国語・英語・ス
ウェーデン語では，動詞以外の要素(小辞 (particle) あるいはそれに相当するもの—
中国語(上 /下)，英語 (on / off)，スウェーデン語 (på / av)—)が付随する．
本稿では主に，以上の 2点に論点を絞り，議論を進めていくことにする3．(1), (2) に見られ
表 2 脱衣の動詞
シャツ ズボン 帽子 時計
日本語 脱ぐ 脱ぐ 脱ぐ・とる とる・はずす
中国語 脱下 脱下 摘下 摘下
マラーティー語 kaaDhNe ‘take.out’ kaaDhNe kaaDhNe kaaDhNe
英語 take off take off take off take off
スウェーデン語 ta av ‘take off’ ta av ta av ta av
表 1 着衣の動詞
シャツ ズボン 帽子 時計
日本語 着る 履く かぶる する・つける
中国語 穿上 穿上 戴上 戴上
マラーティー語 ghaalNe ‘put.in’ ghaalNe ghaalNe ghaalNe
英語 put on put on put on put on
スウェーデン語 sätta på ‘put on’ sätta på sätta på sätta på
——————————————————
3 本稿では ‘着る’ と ‘着ている’ というようなアスペクトの対立の問題は取り上げず，もっぱら前者の
みを対象とする．これはアスペクト論全体の中で論じられるべきものであり，本稿の範囲を超えている
からである．また，‘自分が着る場合’ と ‘他人に着せる場合’ の違いに関しても，今回の考察では前者
のみを対象とする．これは，他者に服を着せる場合には，いわゆる ‘直接使役’ と ‘間接使役’ の問題
が関わることとなり，やはりこれも使役一般に関する議論の中で論じられるべき問題であると考えるか
らである．但し，参考までにそれぞれの言語のデータを以下に載せておく．それぞれの言語の例文は
qの日本語の例文に対応している．また，それぞれ bが ‘直接使役’ の例であり，cが ‘間接使役’ の




w a. 子 穿 上 了 ．[中国語]
son put up PF shirt
b. 母親 給 子 穿 上 了 ．













( 3 ) x causes y to move to z, where x = agent, y = clothes, z = body (part)
上の意味構造は ‘動作主 (= x) が衣服 (= y) を体(あるいは体の一部分) (= z) に移動させ
る’ ということを概ね意味している．主語が主語自身に衣服を移動した場合(つまり主語が主語以
外の誰かに服を着せるのではなく，自分で服を着る場合)は x = z ということになる．また，以
上は ‘着る’ ‘着せる’ に対応する意味構造であったが，‘脱ぐ’ ‘脱がせる’ に対応する意味構造
は以下のように仮定できる．(3)との違いは体 (= z)が着点ではなく，起点である点にある．
( 4 ) x causes y to move from z, where x = agent, y = clothes, z = body (part)
(着脱動詞の意味構造に関しては，さらに詳細な検討が加えられるべきであるが，それは本稿の
——————————————————
c. 母親 子 穿 上 了 ．
mother made son put up PF shirt
e a. mulaa-ne sharTa ghaat-l-aa [マラーティー語]
boy-ERG shirt.M put-PF-M
b. aai-ne mulaa-laa sharTa ghaat-l-aa
mother-ERG boy-ACC shirt.M put-PF-M
c. aai-ne mulaa-laa sharTa ghaal-aaylaa laaw-l-aa
mother-ERG boy-ACC shirt-M put-PTCPL make-PF-M
r a. The son put on his shirt. [英語]
b. ??Mother put the shirt on her son.
c. Mother made her son to put on his shirt.
t a. Henes son satte på sig skjortan [スウェーデン語]
Her son put on REFL shirt.DEF
b. Modern satte på sin son skjortan
mother.DEF put on her son shirt.DEF
c. Modern ﬁck sin son att sätta på sig skjortan.
mother.DEF made her son to put on REFL shirt.DEF
着脱動詞の対照研究
趣旨を超えるものであるので，上記のごく素朴なものにとどめておく．着脱動詞の詳細な意味構
造に関しては，影山 (1980)，Jackendoff (1990)，松本 (2000) 等を参照されたい．)
以下では，(3), (4) の概念構造内の変項 (x, y, z) がどのように指定されているかという点か
ら，語彙化の問題を考えていきたい．ただし，x にあたるものは普通，動作主である人間以外に
は考えられないので，事実上，移動物である衣服 (= y) とその着点である身体の部位 (= z) が
問題になる．議論の関係上，まず先に着点 (= z) から見ていく．
3–2. 着点 (= z) の指定 —日本語—
まずは，日本語の ‘着る’，‘履く’ そして ‘かぶる’ から見ていこう．これらの動詞は先行研
究でも述べられているように，q衣類を目的語として取り，wその着点として特定の身体部位が
指定されている動詞である．
( 4 ) a. ‘着る’ . . .《(‘頭部’ を除く)上半身》
例) 服，セーター，シャツ，コート，ワンピース，制服，スーツ，水着
b. ‘履く’ . . .《下半身》
例) 靴，靴下，下駄，サンダル，ズボン，スカート，パンツ，足袋，サンダル
c. ‘かぶる’ . . .《頭部》
例) 帽子，スカーフ，ヘルメット，覆面，兜
日本語の着衣動詞が他の言語に比べて際立っているのは，衣服を体のどの部分に移動させるか
という点で区別するところにある．‘着る’ は頭部を除く上半身4，‘履く’ は下半身，‘かぶる’  は
頭部をそれぞれ着点として含んでいる5．一方，脱衣の動詞では体のどの部分から衣服を取るかと
いうことによる違いはなくなり，動詞 ‘脱ぐ’ 1語で済まされる．


















3–3. 移動物 (= y) の指定 —日本語・中国語—
ここまでで見てきたように，日本語の着衣動詞は体のどの部分に衣服を移動させるかという点
で語彙化されているということがわかった．しかし，表 1・2にもあるように，‘時計’ は上半身
に身につけるとしても ‘着る’ という動詞を使うことができないし，‘脱ぐ’ という動詞も使うこ
とができない．ここで次に考えたいのは，衣類を一律に見るのかそれとも分けて考えるのかとい








こすことを意味する動詞，いわゆる ‘使役移動動詞’ かそれに類するものが使われる．さらに，  二
次的な衣類一般に使うことができる動詞として (6f) の ‘する’ がある．
( 6 ) 二次的衣類に使われる動詞
a. つける /はずす・とる 腕時計，ブローチ，イヤリング，ペンダント，ブラ
ジャー，マスク，イヤホーン
b. かける /はずす・とる 眼鏡，たすき，エプロン
c. しめる /はずす・とる ネクタイ，帯，ベルト，はちまき
d. はめる /はずす・とる 手袋，指輪，ブレスレット
e. 巻く /はずす・とる マフラー，スカーフ
f. する 腕時計，ブローチ，眼鏡，ネクタイ，手袋，マフラー . . .
これらの ‘使役移動動詞’ や動詞 ‘する’ は一次的な衣類に使われる ‘着る’，‘履く’，‘かぶ





6 影山 (1980) では，‘主要衣類’ と ‘二次的衣類’ という用語を使っているが，本稿では便宜的に ‘一







( 7 ) ‘穿’ / ‘脱’ . . .《一次的衣類》
例) 外套(コート)， (シャツ)，西服(スーツ)， 衣裙(ワンピース)， 子(ズボ
ン)，裙子(スカート)，鞋(靴)，#子(靴下)，短 (短パン)，比基尼(ビキニ)
( 8 ) ‘戴’ / ‘摘’ . . .《二次的衣類》
例) 帽子(帽子)，口罩(マスク)，防毒面具(防毒マスク)，眼鏡(メガネ)，手表(腕時






ける’，‘かける’，‘はずす’，‘とる’ 等の使役移動動詞や ‘する’ などの動詞を ‘転用’ して用
いる．一方，中国語ではもう少し，複雑である．まず着衣の動詞においては，一次的着衣に使わ
れる ‘穿’ という動詞は，‘穴をあける，(穴に)通す’ という意味が原義であり，着衣専用の動詞
ではない．一方，二次的着衣に使われる ‘戴’ は着衣専用の動詞であると考えられる．次に脱衣
の動詞に目を向けると，どちらも脱衣専用の動詞ではない．‘脱’ は ‘(髪の毛など)が抜ける，逃
















( 9 ) 一次的衣類・上半身
a. put on / take off a shirt / a dress / a coat / a sweater
b. sätta på / ta av en skjorta / kläder / en rock / en tröja
c. ghaal-Ne / kaaDh-Ne sadraa / Dres / koT / sweTar
(10) 一次的衣類・下半身
a. put on / take off trousers / socks / a skirt / shoes
b. sätta på / ta av byxor / strumpor / en kjol / skor
c. ghaal-Ne / kaaDh-Ne pænT / modze / skarTa / buT
(11) 一次的衣類・頭部
a. put on / take off a hat / a helmet
b. sätta på / ta av en hatt / en hjälm
c. ghaal-Ne / kaaDh-Ne Topi / helmeT
(12) 二次的衣類
a. put on / take off a wristwatch / glasses / a necklace
b. sätta på / ta av en armbandsur / glasögon / en halsband







A (?) B (日本語) C (中国語・脱衣動詞) D (中国語・着衣動詞)
一次的衣類 着脱専用動詞 着脱専用動詞 転用 転用




(13) a. put on a makeup / a lipstick / eyeliner
b. put on a fake smile / a serious look
c. put on fat / weight
ここで，3. のまとめをしよう．(1)に見られた言語間の相違は次のように説明することがで
きる．まず，日本語と中国語は移動物 (= y) としての衣服が一次的か二次的かという点で動詞
の使い分けをする．日本語ではそのような区別に加えて，更に一次的な衣類に使われる動詞にお







4–1. ‘動詞枠付け言語’ と ‘衛星枠付け言語’
以下では，Talmy (1985, 1991, 2000) で提案されている ‘動詞枠付け言語’ (verb-framed
language) と ‘衛星枠付け言語’ (satellite-framed language) という類型論的分類を概観し，そ
れが着脱動詞における動詞以外の付属要素の有無に関して説明力をもつことを示す．Talmy は，
自然言語が空間における移動を表す場合，‘経路’ の概念を何によって具現化するかによって，大
きく 2つのパターンに分けられることを指摘している．1つは ‘動詞枠付け言語’ であり，もう
一方は ‘衛星枠付け言語’ である．前者には，ロマンス諸語，日本語等が含まれ，後者にはゲル
マン諸語，中国語等が含まれる．‘動詞枠付け言語’ における移動表現では，‘経路’ が(主)動詞





7 ‘動詞枠付け言語’ と ‘衛星枠付け言語’ という区別はもともと移動表現の分析に用いられたものであっ




a. The boy ran into the room. [英語]8
b. Pojken sprang in i rummet. [スウェーデン語]
boy.DEF ran in to rum.DEF
c. 少年 $ 了 房間．[中国語]
boy run into PF room
(15) 動詞枠付け言語
a. その少年は走って部屋に入った． [日本語]
b. to mulgaa kholit-t dhaaw-at ge-l-aa. [マラーティー語]
that boy.M room.F-LOC run-PTCPL go-PF-M
上の例を見てもわかるように，英語，スウェーデン語，中国語では ‘経路’ がそれぞれ，‘into’,
‘in (in)’, ‘序 (into)’ のように主動詞以外の衛星として具現化する．よって，これらの言語は
‘衛星枠付け言語’ であるということになる．一方，日本語とマラーティー語では，‘経路’ はそ
れぞれ ‘入る’ と ‘ge-Ne (go)’ というように主動詞として実現する．つまり，‘動詞枠付け言
語’ であるということになる9．






け言語’ と ‘衛星枠付け言語’ という提案が有効であることは容易に想像がつく．まずは，移動
の表現に関して衛星枠付け言語であった英語・スウェーデン語・中国語の例を見てみよう．
(16) a. The boy put on his shirt. [英語]10
——————————————————
8 英語は基本的に ‘衛星枠付け言語’ であるが，‘enter’, ‘exit’, ‘ascend’, ‘descend’, ‘pass’, ‘cross’ など
のように，経路が包入された動詞も多数存在する．(ただし，ほとんどがフランス語からの借用．)つまり，
英語は基本的に ‘衛星枠付け言語’ ではあるが，‘動詞枠付け言語’ としての特徴も持つ．
9 今回取り上げた言語の中で，ゲルマン系言語(英語・スウェーデン語)と中国語が ‘衛星枠付け言語’ で
あり，日本語が ‘動詞枠付け言語’ であるとする分析に関しては，Talmy (1991, 2000) を参照のこと．
10 ただし，動詞 ‘dress’ では衛星としての小辞は具現化しない．(ちなみに ‘dress’ は動詞枠付け言語であ
るフランス語からの借用語．)また，着ている状態を表すとき，wear においては小辞は現われないが，
have が着衣動詞として使われる際は，現われる．
a. She was wearing a beautiful kimono.
b. She had a beautiful kimono on.
6 において，英語の移動表現が基本的に ‘衛星枠付け言語’ 的特徴を有しつつも，‘動詞枠付け言語’ 的
なものも許容することを見たが，同じことが着脱の表現に関しても当てはまる．
着脱動詞の対照研究
b. The boy took off his shirt.
(17) a. Pojken satte på sig skjortan. [スウェーデン語]
boy.DEF put on REFL shirt.DEF
b. Pojken tog av sig skjortan.
boy.DEF took off REFL shirt.DEF
(18) a. 少年 穿 上 了 [中国語]11
boy put up PF shirt
b. 少年 脱 下 了
boy take down PF shirt
移動表現で衛星枠付け言語の特徴を示す英語・スウェーデン語・中国語は，着脱の表現におい
ても衛星が現れ，それぞれ ‘on / off’, ‘på / av’, ‘上 /下’12 といったように，着衣と脱衣でそれぞ
れ違った衛星が用いられている．次に移動表現で動詞枠付け言語の特徴を示した日本語・マラー
ティー語の例を見てみよう．
(19) a. 少年はシャツを 着た [日本語]
b. 少年はシャツを 脱いだ
(20) a. tyaa mulaa-ne sharTa ghaat-l-aa [マラーティー語]
that boy-ERG shirt.M put-PF-M
b. tyaa mulaa-ne sharTa kaaDh-l-aa
that boy-ERG shirt.M take-PF-M
移動表現で動詞枠付け言語とみとめられた日本語とマラーティー語は，着脱の表現においても
‘履く /脱ぐ’，‘ghaal-Ne / kaaDh-Ne’ のように経路が動詞として実現している．さらに，‘動
詞枠付け言語’ と ‘衛星枠付け言語’ の例を追加しよう．スペイン語は典型的な動詞枠付け言語
として度々取り上げられているが，着脱の動詞に関しても衛星は現われずに動詞枠付け言語的特
徴を示しているようである．
(21) a. Me pongo el abrigo. [スペイン語]
REFL.1.SG. put the overcoat
——————————————————
11 ただし，動作が進行中である場合(a の ‘在’ を用いた文)や，結果状態を表す場合(bの ‘着’ を用いた
文)は，以下に見るように，衛星(結果補語)は現れない．
a. 少年 在 穿 ．[進行]
boy PROG put shirt
‘少年はシャツを着ている’
b. 少年 穿 着 ．[結果状態]
boy put RES shirt
‘少年はシャツを着ている’
12 ‘  (in)’, ‘上 /下’ などの衛星は中国語文法では，結果補語あるいは方向補語と呼ばれている．(詳しく
は中川 1996: 122–131参照．)
 世界の日本語教育
‘私はオーバーを着る’ (興津 1981: 162 逐語訳は本稿筆者による)
b. Me quito los zapatos.
REFL.1.SG. take the shoes
‘私は靴を脱ぐ’ (興津 1981: 162 逐語訳は本稿筆者による)
また，典型的な衛星枠付け言語であるといわれるドイツ語に関しても，着脱表現を見てみると，
予測どおり衛星 ‘an / aus’ が現われる．
(22) a. Die Mutter zieht sich die Schuhe an. [ドイツ語]
the mother draw REFL the shoes on
‘母親は靴を履く’
(Engel & Schumacher 1978: 127 逐語訳と訳は本稿筆者による)
b. Die Mutter zieht dem Kind den Pullover aus.
the mother draw the child the pullover out
‘母親は子供のプルオーバーを脱がしてやる’
(Engel & Schumacher 1978: 135 逐語訳と訳は本稿筆者による)
さて，ここまで例を見てきたように，移動表現と着脱の表現には明らかな平行性が見られた．
つまり，移動表現において ‘経路’ が ‘衛星’ として実現する ‘衛星枠付け言語’ においては，  着
脱の表現においても ‘衛星’ が現れる．また，‘経路’ が ‘動詞’ として具現化する ‘動詞枠付け
言語’ では，着脱の表現においても ‘動詞以外’ の ‘衛星’ 的要素が現れることはない．した
がって，(2) で取り上げた，動詞以外の要素の有無に関する問題は，‘衛星枠付け言語’ か ‘動
詞枠付け言語’ かという類型論的な言語間の違いが着脱の表現に反映した結果であると言うこと
ができる．
さて，‘衛星枠付け’ か ‘動詞枠付け’ かといった違いは，‘経路’ の具現化以外にも重要な違
いを引き起こしていると考えられる．以下では典型的な ‘動詞枠付け言語’ である日本語と典型
的な ‘衛星枠付け言語’ であるスウェーデン語を比較することで，この点に関してみていくこと




(23) Han {snörde / sparkade / trampade} av sig skorna.
he {laced / kicked / stepped} off REFL shoes.DEF





(25) Han sprang av sig överﬂödiga kilon.




す ‘手段’ である ‘springa’ ‘走る’ という動詞が来ることで，(25) の文が解釈可能になってい
ると考えられる．
また，主動詞がほとんど元の意味を失っているようなものもある．例えば次の例では ‘kasta’ と
いう動詞はすでに ‘投げる’ というもとの意味をほとんど失っている．これも文の ‘枠付け’ が
‘衛星’ にあり，衛星を中心として構文が形成されているため，動詞部分にほとんど意味を持たな
いものを用いることができるものと考えられる．
(26) Han kastade {på / av} sig skjortan.




(27) Av med skorna!
off with shoes.DEF
‘靴を脱ぎなさい’
(28) På med kläderna kvickt!
on with clothes.DEF quickly
‘急いで服を着なさい’
以上ここまで見てきたように，衛星枠付け言語においては，‘経路’ が衛星として具現化し，衛



















DEF: DEFINITE, ERG: ERGATIVE CASE, F: FEMININ, M: MASCULIN, PF: PERFECT, PROG:
PROGRESSIVE, REFL: REFLEXIVE PRONOUN, RES: RESULTATIVE, SG: SINGULAR.
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